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研究成果の概要（和文）：腰部脊柱管狭窄症(lumbar spinal stenosis, 以下LSS)の自然経過を解明するために、大規
模地域住民コホート研究を縦断的に実施した。第一次調査の参加者は1009名で、4年後に第二次追跡調査を追加実施し
た際の参加者は778名（追跡率77%）であった。ベースラインで症候性LSSと診断された参加者が4年後も症状を有してい
る割合は37％に過ぎなかった。一方、画像的LSSと診断された参加者のうち、4年後に発症していたものは27％であった
。本研究結果から、LSSは寛緩と増悪を繰り返すものの、自然治癒も期待できる予後良好な良性疾患であることが判明
した。

研究成果の概要（英文）：A large scale longitudinal population-based cohort study was conducted to 
elucidate natural history of lumbar spinal stenosis. 778 out of 1009 participants of 1st investigation 
which was held four years ago were enrolled in this study (a 77% follow-up rates). Interestingly only 37% 
out of symptomatic LSS participants in a baseline still had a symptom. Whereas, 27% out of radiological 
LSS participants in a baseline developed disease. As a result of statistical analysis, radiological 
abnormality was not identified as a risk factor of symptomatic LSS. Given this results of longitudinal 
study, LSS may be a self-limited disease that resolves spontaneously with or without specific treatment 
and conservative therapy should be considered as first priority in a daily practice.

研究分野： 整形外科
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１．研究開始当初の背景 
社会の高齢化が進む本邦や先進諸国におい

て、腰部脊柱管狭窄症（lumbar soinal 

stenosis:以下 LSS）を治療する機会が急増し

ている。また、近年、LSS は、腰下肢痛やし

びれ、脱力および歩行障害により高齢者の生

活の質（Quality of Life:以下 QOL）を著し

く低下させる疾患であることが判明し、医療

福祉のみならず社会経済的にも対策が重要

な運動器疾患との認識が広がりつつある。 

しかし、高齢者が安心して生涯を過ごせる

ような、介護予防や QOL の維持改善を可能と

する社会の実現のためには、本疾患の予防に

向けた具体的な公的施策の確立が焦眉の課

題であると考えるが、疾病予防に必要なエビ

デンスレベルの高い疫学研究は皆無に近い

のが現状であった。 

このため、LSS の一般地域社会における有病

率や年間新規発生率、自然経過および予後が

不明であることを理由に、地域間や医療者間

で統一された治療指針は存在せず、個々の医

療者の経験や権威者の推奨に基づいた多種

多様な治療が実践されてきたのが本邦にお

ける LSS 診療の実際である。限りある医療資

源を有効に活用するためには、実際の臨床の

現場において、医療従事者が幾多の診断技術

や治療法の選択枝の中から、個々の患者にと

って最も適切な方法を選ぶための判断材料

となる治療指針が必要となる。このためには

エビデンスレベルの高いLSSの疫学研究が必

要となる。 

われわれは、車両搭載型ＭＲＩを用いた地

域住民コホート研究（the Wakayama Spine 

Study）を 2010-2012 年にかけて実施した（基

盤研究 C、課題番号 22591639）。その結果、

潜在的な患者（MRI 診断による患者）は一般

地域住民ボランティアの 80.9%を占めること、

また、その中で有病者が 9.3％存在すること

が判明した。 

 
２．研究の目的 

地域住民コホートを追跡調査することで、

LSS の新規発生率・自然経過・予後・危険因

子を解明し、LSS の新たな治療指針を策定す

ることを本研究の目的とする。 

 
３．研究の方法 
申請者の所属する和歌山県立医科大学整

形外科と分担研究者である吉村が所属する

東京大学 22 世紀医療センター関節疾患総合

研究講座は、共同で 2005-2007 年にかけて和

歌山県 H町（山村部）と T町（漁村部）に総

数 1690 人からなる大規模住民コホートを立

ちあげ、40 歳以上の中高年男女住民の参加を

得て問診票調査、運動機能調査、および膝、

腰椎エックス線検査を施行した(本体コホー

ト：The ROAD study)。脊椎脊髄疾患の研究

に主眼をおいたサブコホートである the 

Wakayama Spine Study は上記 2地域の住民を

対象に、車両搭載型 MRI を用いた腰部の撮影

を中心とした検診を行い、腰部脊柱管を観察

することで、その形態評価をおこなった。ま

た、検診時には、申請者らを中心とした整形

外科専門医が参加者を全て診察し、LSS の臨

床症状と理学所見および神経学的異常の有

無を記録した。第一次調査の実施は、和歌山

県 H 町（山村部）が 2008 年、和歌山県 T 町

（漁村部）は 2009 年である（総参加者数 1009

名）。 

今回、LSS の自然経過を解明する目的で、4

年後に第二次追跡調査としての腰椎検診を

追加実施し、以下の項目を検討した。 

４．研究成果 

H 町は 2012 年に、T 町は 2013 年に調査を

実施した。総参加者数は778名で追跡率は77%

であった。ベースラインで症候性腰部脊柱管

狭窄（symptomatic LSS:sLSS）と診断された

参加者のうち4年後の調査時にも症状を有し

ていたものの割合は 37％に過ぎなかった。一

方、LSS 未発症者の有症状化率は 17％であっ

た。また、ベースラインで画像的腰部脊柱管

狭窄（radiological LSS:rLSS）と診断され



た参加者のうち追跡調査時に有症状化して

いたものは 27％で、非 rLSS の有症状化率

15 ％ とは統 計 学的に 有 意差を 認 め た

（P=0.0004）。しかし、ベースライン時 LSS

未発症者における rLSS の有無による 4 年後

の症状比較を検討したところ、ｒLSS の有症

状化率は 22％で、非ｒLSS の 15％との間には

有意差を認めなかった。 

本研究結果から、１．LSS は発症したから

といって基本的に進行性の予後不良の疾患

ではなく、寛緩と増悪を繰り返すものの、自

然治癒も期待できる予後良好な良性疾患で

あること、２．画像検査異常は発症リスクを

高めるが、画像検査異常が存在するからと言

って必ずしも発症する性質のものではない

ないことが判明した。 

以上の結果を鑑み、今後 LSS の新たな治療

指針を策定する際には、１．LSS は基本的に

予後良好な良性疾患であることから、生命リ

スクを脅かす可能性を有する侵襲度の高い

外科的治療よりも、安全且つ非侵襲的な保存

的治療を第一選択とすべきであること、２．

画像異常があるからと言って予防的神経除

圧術を患者に強く推奨する科学的根拠に乏

しいことを本研究結果から客観的に証明さ

れた事実は尊重されなければいけない。 
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